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ご
あ
い
さ
つ

令
和
六
年
度

　

   

氏
子
総
代
・
役
員

令
和
六
年
度

　

   

氏
子
総
代
・
役
員

　
令
和
六
年
甲
辰（
き
の
え
た
つ
）の
歳
と

な
っ
た
一
月
一
日
午
後
、能
登
半
島
地
震
に

よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
対

し
、謹
ん
で
弔
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
被
災

さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
、一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。ま
た
翌
日
の
二
日
夕
刻
に
羽
田
空
港
で

起
き
ま
し
た
衝
突
事
故
で
は
、能
登
被
災
地

へ
支
援
に
向
か
う
海
上
保
安
庁
の
職
員
五
名

が
殉
職
さ
れ
ま
し
た
。衷
心
よ
り
哀
悼
の
誠

を
捧
げ
る
次
第
で
す
。

　
年
初
か
ら
重
苦
し
い
雰
囲
気
で
の
年
明
け

と
な
り
ま
し
た
が
、此
の
四
年
間
外
出
を
控

え
ら
れ
て
い
た
方
々
が
、現
今
こ
の
よ
う
な

時
だ
か
ら
こ
そ
と
多
く
の
御
家
族
を
始
め
多

数
の
個
人
・
団
体
の
方
々
が「
家
内
安
全
」

「
商
売
繁
盛
」「
厄
除
開
運
」を
祈
り
お
参
り

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
神
社
で
は
本
年
も
、元
日
の
歳
旦
祭
を

始
め
、一
月
十
五
日
の
御
筒
粥
卜
事
、二
月
三

日
の
節
分
追
儺
祭
、十
一
日
の
紀
元
祭
、天
皇

誕
生
日
の
二
十
三
日
に
は
天
長
祭
を
斎
行

し
、皇
室
の
安
寧
・
国
家
の
隆
昌
・
国
民
の
平

安
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。氏
子
崇
敬

者
の
方
々
に
お
か
れ
て
は
、御
健
勝
に
て
お

忙
し
い
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。平
素
は
、神
社
の
神
徳
宣
揚
に
格
別
な
御

理
解
の
も
と
種
々
御
協
力
を
戴
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
此
春
の
時
季
、三
月
一
日
を
以
て
当
神
社

は
新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。三
月
は
総
代
改

選
期
と
な
り
、神
社
総
代
五
名
が
神
社
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
多
大
な
る
功
績
を
残
さ
れ
御

退
任
に
な
ら
れ
ま
し
た
。多
年
の
御
奉
仕
に

対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。ど
う
か
健
康
に
御
留
意
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
も
神
社
の
為
に
、御
指
導
御
鞭
撻

を
戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
三
月
三
日
総
代
就
任
奉
告
祭
を
斎
行

し
、総
代
七
名（
内
二
名
再
任
）が
就
任
さ

れ
、役
員
選
挙
の
も
と
新
役
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。役
員
・
総
代
・
職
員
共
に
一
致
協
力

し
、一
歩
一
歩
地
道
に
歩
み
を
進
め
、御
神
恩

と
先
人
達
の
御
遺
徳
に
感
謝
を
い
た
し
、神

徳
宣
揚
に
努
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
は
皇
紀
で
謂
え
ば
二
千
六
百
八
十
四

年
。謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
皇
室
の
弥
栄
を

言
祝
ぎ
※
１
、日
本
国
・
地
域
の
隆
昌
と
国

民
・
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
の
平
安
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
に
は
、大
神
様
御
祭

神
の
御
加
護
を
賜
り
、本
年
が
幸
多
き
佳
き

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、新
年
度
始
め
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　※
１「
賀
表
奉
呈
」永
年
に
亘
り
皇
室
と
深
い

御
由
緒
を
も
つ
旧
官
國
幣
社
が
、新
年
に
あ

た
り
皇
室
の
弥
栄
を
祈
念
い
た
し
、賀
表
を

奉
呈
す
る
習
わ
し
。

　
長
野
県
内
は
次
の
五
社
が
元
旦
、宮
内
庁

へ
御
奉
送
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

諏
訪
大
社（
官
幣
大
社
）、生
島
足
島
神
社

（
國
幣
中
社
）、戸
隠
神
社（
國
幣
小
社
）、穂

高
神
社（
國
幣
小
社
）、長
野
縣
護
國
神
社

（
内
務
大
臣
指
定
社
）

　
生
島
足
島
神
社
は
、御
祭
神 

生
島
大
神 

足

島
大
神
が
宮
中
三
殿（
賢
所
・
皇
霊
殿
・
神
殿
）

の
壱
殿
神
殿
内
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
六
年
三
月
三
日
御
本
社
に
於
い
て
、池
内

宜
裕
宮
司
代
務
者
よ
り
継
続
さ
れ
た
総
代
二
名

と
新
総
代
五
名
参
列
に
よ
り「
氏
子
総
代
就
任
奉

告
祭
」が
、斎
館
に
於
い
て「
新
任
総
代
委
嘱
書
交

付
式
」が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。引
続
き
令
和
六
年

度「
第
一
回
氏
子
総
代
会
」が
二
十
名
の
出
席
で
開

催
さ
れ
、任
期
満
了
に
伴
う
責
任
役
員
四
名
の
選

出
選
挙（
神
社
施
行
規
則
第
二
条
に
よ
っ
て
責
任

役
員
は
総
代
会
に
お
い
て
選
挙
で
選
出
す
る
）が

厳
正
に
行
わ
れ
、総
務
部
長
に
高
梨
勝
緒
氏（
十

班
）、祭
典
部
長
に
土
屋
秀
幸
氏（
十
班
） 

、管
理
部

長
に
島
田
信
夫
氏（
十
班
）、広
報
部
長
に
村
山
生

夫
氏（
一
班
）が
満
場
一
致
で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

神
社
・
氏
子
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
の
下
、円
滑
に
業

務
が
遂
行
で
き
ま
す
よ
う
、新
任
総
代
共
々
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。な

お
、令
和
六
年
三
月
か
ら
の
担
当
は
、左
記「
役
員

と
分
担
表
」の
通
り
配
置
し
、生
島
足
島
神
社
運
営

に
尽
力
致
し
ま
す
の
で
氏
子
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
と
分
担
表

役
員
と
分
担
表

9班  工藤 勇
氏子総代長

　5班  横関 勝久
　祭典部（新任）

　10班  高梨 勝緒
　総務部長

　10班  島田 信夫
　管理部長

前
総
務

島
田
信
夫

池
内
宣
裕

宮
司
代
務
者
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ご
あ
い
さ
つ

氏
子
定
期
総
会

　
三
月
二
十
日（
水
）神
社
斎
館
大
会
議
室
に

お
い
て
午
後
四
時
よ
り「
氏
子
定
期
総
会
」が

厳
粛
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。池
内
宮
司
代
務

者
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、工
藤
勇
氏
子
総
代

長
よ
り
、新
年
度
に
向
け
て
の
ご
挨
拶
と
、事

業
報
告
の
中
で
、新
型
コ
ロ
ナ
五
類
移
行
後

の
境
内
環
境
整
備
や
、活
性
化
さ
れ
つ
つ
あ

る
参
拝
状
況
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。続
い
て
、

来
賓
の
上
田
市
議
会
村
越
議
員
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
、自
治
会
長
代
行
関
弥
州
武
氏
を

議
長
に
選
出
、左
記
の
議
事
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
、令
和
五
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

　
二
、令
和
六
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
三
、令
和
六
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

　
四
、境
内
清
掃
出
役
の
お
願
い
に
つ
い
て

十
一
月
二
十
四
日 

（
日
）午
前
六
時
半

　
以
上
議
事
す
べ
て
決
議
さ
れ
、質
疑
応
答

の
後
、昨
年
度

末
で
退
任
さ
れ

た
役
員
・
総
代

の
挨
拶
後
、本

年
度
の
責
任
役

員
が
紹
介
さ
れ

閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
春
春
の
候
　
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健
勝
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
じ
五
類
に
移
行
さ
れ
、沈
静
化
の
傾
向
と
な

り
緩
和
さ
れ
た
事
で
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、神
社

参
拝
者
も
コ
ロ
ナ
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ

れ
も
一
重
に
氏
子
の
皆
様
方
を
始
め
、神
社
関
係
者
一

丸
と
な
っ
て
取
組
ん
で
い
た
だ
い
た
結
果
と
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、そ
の
よ
う
な
中
で
、昨
年
度
は
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
軸
に
総
代
を
始
め
神
社
関
係
者
は
精
力
的
に
神

社
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
先
ず
は
、『
総
代
・
神
職
お
よ
び
職
員
が
一
体
と
な
っ
た

職
場
風
土
の
醸
成
』と
し
て
、神
社
内
に「
倫
理
運
営
委

員
会
」を
開
設
し
、内
部
統
制
の
徹
底
を
図
る
と
共
に
、

各
祭
事
を
効
率
よ
く
円
滑
に
進
め
る
た
め
の「
祭
事
推

進
タ
ス
ク
チ
ー
ム
」を
構
築

し
、皆
で
検
討
協
議
し
て
い

く
風
土
を
醸
成
し
ま
し

た
。ま
た
、神
社
運
営
に
係

る
実
施
行
為
の
見
え
る
化

に
向
け
た「
社
内
承
認
手

続
き
」の
標
準
化
を
図
り
、

併
せ
て
執
務
に
関
す
る
諸

規
程
の
新
規
制
定
や
見
直

し
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
二
点
目
と
し
て
、『
神
社
境
内
等
の
整
備
へ
の
取
り
組

み
』で
す
。神
島
の
笹
や
藪
木
の
整
理
・
東
西
参
道
の
整

備
・
宮
池（
神
池
）洪
水
吐
の
盤
下
げ
に
よ
る
一
定
水
位

の
確
保
等
と
、直
営
に
よ
る
大
注
連
縄
作
成
に
よ
る
順

次
老
朽
注
連
縄
の
取
替
え
等
、快
く
参
拝
に
訪
ず
れ
る

方
々
の
環
境
保
持
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
更
に
三
つ
目
と
し
て
、『
地
域
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
神

社
構
築
』を
考
慮
し
、八
幡
社
前
へ
の
狛
犬
設
置
・
宮
池

（
神
池
）沿
い
へ
の
休
息
ベ
ン
チ
設
置
と
併
せ
、祇
園
祭
・

神
賑
祭
お
よ
び
日
本
遺
産
認
定
に
係
る
冬
至
と
夏
至

等
に
お
い
て
、次
世
代
の
子
供
達
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

無
料
ブ
ー
ス
開
設
に
よ
る
地
域
集
客
活
動
に
も
力
点
を

置
い
て
取
組
み
ま
し
た
。

　
四
点
目
は
、『
収
益
増
加
対
策
と
コ
ス
ト
低
減
策
の
推

進
』で
す
。収
益
拡
大
策
と
し
て「
神
社
名
物
的
な
土
産

品
の
開
発
」に
よ
る
販
売
に
取
組
み
若
干
で
は
あ
り
ま

す
が
、増
収
を
図
り
地
域
へ
の
定
着
化
を
は
か
り
ま
し

た
。一
方
、コ
ス
ト
低
減
に
つ
い
て
は
、光
熱
費
や
諸
物
品

購
入
の
適
正
在
庫
・
適
正
価
格
に
つ
い
て
取
組
み
、多
少

な
り
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に『
将
来
に
向
け
た
設
備
改
修
の
検
討
』で
す

が
、「
参
道
大
鳥
居
改
修
」や「
ご
祈
祷
待
合
所
の
新
設
」

「
繁
忙
期
に
備
え
た
お
札
授
与
所
新
設
」の
具
現
化
に

向
け
、様
々
な
手
法
を
模
索
し
調
査
・
検
討
を
す
す
め

る
事
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
諸
々
と
昨
年
の
取
組
み
を
中
心
に
述
べ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、こ
れ
ら
を
、よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
、定
着

化
す
る
に
は
、氏
子
崇
敬
者
皆
様
方
の
更
な
る
ご
高

配
・
ご
協
力
が
不
可
欠
と
存
じ
ま
す
。

　
総
代
・
神
職
お
よ
び
職
員
一
丸
と
な
っ
て
皆
様
方
か
ら

の
お
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
、精
力
的
に
取
り
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、今
年
度
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、神
社
が
地
域
の
方
々
か
ら
愛
さ
れ
、益
々

の
崇
敬
が
活
発
と
な
る
よ
う
、皆
様
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
共
に
、ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
六
年
甲
辰（
き
の
え
た
つ
）の
歳
と

な
っ
た
一
月
一
日
午
後
、能
登
半
島
地
震
に

よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
対

し
、謹
ん
で
弔
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
被
災

さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
、一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。ま
た
翌
日
の
二
日
夕
刻
に
羽
田
空
港
で

起
き
ま
し
た
衝
突
事
故
で
は
、能
登
被
災
地

へ
支
援
に
向
か
う
海
上
保
安
庁
の
職
員
五
名

が
殉
職
さ
れ
ま
し
た
。衷
心
よ
り
哀
悼
の
誠

を
捧
げ
る
次
第
で
す
。

　
年
初
か
ら
重
苦
し
い
雰
囲
気
で
の
年
明
け

と
な
り
ま
し
た
が
、此
の
四
年
間
外
出
を
控

え
ら
れ
て
い
た
方
々
が
、現
今
こ
の
よ
う
な

時
だ
か
ら
こ
そ
と
多
く
の
御
家
族
を
始
め
多

数
の
個
人
・
団
体
の
方
々
が「
家
内
安
全
」

「
商
売
繁
盛
」「
厄
除
開
運
」を
祈
り
お
参
り

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
神
社
で
は
本
年
も
、元
日
の
歳
旦
祭
を

始
め
、一
月
十
五
日
の
御
筒
粥
卜
事
、二
月
三

日
の
節
分
追
儺
祭
、十
一
日
の
紀
元
祭
、天
皇

誕
生
日
の
二
十
三
日
に
は
天
長
祭
を
斎
行

し
、皇
室
の
安
寧
・
国
家
の
隆
昌
・
国
民
の
平

安
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。氏
子
崇
敬

者
の
方
々
に
お
か
れ
て
は
、御
健
勝
に
て
お

忙
し
い
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。平
素
は
、神
社
の
神
徳
宣
揚
に
格
別
な
御

理
解
の
も
と
種
々
御
協
力
を
戴
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
此
春
の
時
季
、三
月
一
日
を
以
て
当
神
社

は
新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。三
月
は
総
代
改

選
期
と
な
り
、神
社
総
代
五
名
が
神
社
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
多
大
な
る
功
績
を
残
さ
れ
御

退
任
に
な
ら
れ
ま
し
た
。多
年
の
御
奉
仕
に

対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。ど
う
か
健
康
に
御
留
意
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
も
神
社
の
為
に
、御
指
導
御
鞭
撻

を
戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
三
月
三
日
総
代
就
任
奉
告
祭
を
斎
行

し
、総
代
七
名（
内
二
名
再
任
）が
就
任
さ

れ
、役
員
選
挙
の
も
と
新
役
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。役
員
・
総
代
・
職
員
共
に
一
致
協
力

し
、一
歩
一
歩
地
道
に
歩
み
を
進
め
、御
神
恩

と
先
人
達
の
御
遺
徳
に
感
謝
を
い
た
し
、神

徳
宣
揚
に
努
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
は
皇
紀
で
謂
え
ば
二
千
六
百
八
十
四

年
。謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
皇
室
の
弥
栄
を

言
祝
ぎ
※
１
、日
本
国
・
地
域
の
隆
昌
と
国

民
・
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
の
平
安
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
に
は
、大
神
様
御
祭

神
の
御
加
護
を
賜
り
、本
年
が
幸
多
き
佳
き

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、新
年
度
始
め
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　※
１「
賀
表
奉
呈
」永
年
に
亘
り
皇
室
と
深
い

御
由
緒
を
も
つ
旧
官
國
幣
社
が
、新
年
に
あ

た
り
皇
室
の
弥
栄
を
祈
念
い
た
し
、賀
表
を

奉
呈
す
る
習
わ
し
。

　
長
野
県
内
は
次
の
五
社
が
元
旦
、宮
内
庁

へ
御
奉
送
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

諏
訪
大
社（
官
幣
大
社
）、生
島
足
島
神
社

（
國
幣
中
社
）、戸
隠
神
社（
國
幣
小
社
）、穂

高
神
社（
國
幣
小
社
）、長
野
縣
護
國
神
社

（
内
務
大
臣
指
定
社
）

　
生
島
足
島
神
社
は
、御
祭
神 

生
島
大
神 

足

島
大
神
が
宮
中
三
殿（
賢
所
・
皇
霊
殿
・
神
殿
）

の
壱
殿
神
殿
内
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　1班  與川 富樹
　経理部

　4班  永井 栄一
　管理部

　10班  土屋 秀幸
　祭典部長（新任）

4班  渕田 昌志
　経理部（新任）

　1班  村山 生夫
　 広報部長

　8班  村山 保人
　管理部（新任）

　6班  松澤 和浩
　総務部

　8班  大田 治幸
　管理部

　9班  堀内 光信
　経理部長

　5班   南波 晋
　総務部

　3班  伊藤 克彦
　管理部

　2班  柳澤 誘治
　管理部

　10班  小宮山 幸男
　祭典部

　6班  辰野 公明
　祭典部

　7班  星野 忍
　広報部

　9班  清水 修
　広報部（新任）
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一
、
総
代
お
よ
び
神
職
・
職
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保

・
総
代
と
神
職
お
よ
び
職
員
と
の

意
見
交
換
会
開
催
に
よ
る
課
題

等
の
解
消

・
業
務
繁
忙
状
況
に
併
せ
た
適
正

要
員
の
確
保
と
配
置

・
倫
理
運
営
委
員
会
開
催
に
よ
る

内
部
統
制
の
充
実

・
催
事
推
進
運
営
チ
ー
ム
で
効
果

的
・
活
発
な
推
進
に
よ
る
円
滑
な

イ
ベ
ン
ト
対
応
等
の
実
施

・
神
社
所
内
の
効
果
的
な
０
Ａ
化

推
進（
共
有
サ
ー
バ
ー
化
、タ
ブ

レ
ッ
ト
に
よ
る
物
品
管
理
等
）

・
非
常
災
害
・
防
火
管
理
体
制
の

確
立

二
、親
し
く
訪
れ
る
神
社
参
拝
者
増

加
対
策
の
実
践

・
経
理
部
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
神
社

参
拝
購
入
物
品
の
新
規
開
拓
と

購
入
拡
大
策
の
実
践

・
現
行
仮
設
テ
ン
ト
を
常
設
し
て
い

る
御
祈
祷
・
祈
願
者
の
待
合
所

及
び
、正
月
等
繁
忙
期
対
応
に

向
け
た
建
物
新
設
計
画
の
策
定

三
、土
地
建
物
の
健
全
な
保
全

・
歌
舞
伎
舞
台（
県
宝
）等
の
老
朽

部
改
修
推
進

・
参
道
大
鳥
居
の
補
修
計
画
立
案

と
改
修
の
実
施

一
、
適
正
な
会
計
業
務
の
推
進

・
日
々
の
日
計
管
理
と
予
算
執
行

状
況
を
把
握
し
適
正
な
会
計
管

理
を
行
う

二
、収
入
増
加
対
策
の
推
進
と
費
用

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
徹
底

・
神
社
閑
散
期
と
繁
忙
期
に
お
け

る
助
勤
等
の
要
員
を
、適
正
数
で

効
率
的
に
配
置
し
、費
用
の
削
減

と
収
入
拡
大
に
向
け
た
推
進
を

行
う
。ま
た
、固
定
費
用
削
減
策

を
継
続
し
て
徹
底
す
る
。

三
、経
理
業
務
に
係
る
所
内
ル
ー
ル

の
構
築

・
物
品
購
入
に
係
る
購
買
や
工
事

委
託
に
係
る
取
扱
い
ル
ー
ル
ま

た
、リ
ー
ス
契
約
の
随
意
契
約
等

の
是
非
を
検
討
し
て
契
約
締
結

す
る

・
構
内
駐
車
場
の
駐
車
ラ
イ
ン
更

新
と
補
修
及
び
、出
入
口
の
ポ
ー

ル
お
よ
び
チ
ェ
ー
ン
改
修
検
討

三
、神
社
内
発
生
の
廃
棄
物
の
適
正

処
理
の
推
進

・
資
源
ゴ
ミ
回
収（
自
治
会
）、一
般

ゴ
ミ
）（
処
理
業
者
）を
搬
出
に

併
せ
た
分
別
処
理

四
、神
社
諸
物
品
の
適
正
管
理

・
車
両
、除
雪
械
、運
搬
機
器
、薪

割
機
、高
速
洗
車
機
お
よ
び
バ
ッ

ク
ホ
ー
等
の
定
期
的
点
検
や
タ
イ

ヤ
交
換
を
行
い
、備
品
の
破
損
や

不
具
合
箇
所
を
改
修
し
て
円
滑

に
稼
働
す
る
準
備

・
神
社
所
有
の
工
具
器
具
備
品
の

整
理
整
頓

五
、祭
事
に
向
け
た
事
前
準
備
の
推
進

・
各
祭
事
に
お
け
る
事
前
準
備
や

年
末
年
始
に
向
け
た
境
内
諸
準

備
の
実
施（
テ
ン
ト
設
営
・
薪
作

り
・
ラ
イ
ン
引
き
・
安
全
対
策
、案

内
看
板
設
置
等
）

一
、
看
板
の
劣
化
確
認
と
点
検

・
季
節
ご
と
に
神
社
境
内
大
型
看

板
を
点
検
し
て
、
差
替
え
る
。

（
二
・
八
・
十
一
月
）

・
道
路
設
置
の
看
板
の
劣
化
状
況

確
認
と
点
検

二
、神
社
内
で
の
記
録
写
真
の
撮
影

と
保
存

・
祭
典
・
行
事
、及
び
境
内
の
環
境

や
四
季
の
変
化
、整
備
等
を
記

録
写
真
と
し
て
保
管
。

・
記
録
写
真（
デ
ー
タ
）は
、年
度

別
・
イ
ベ
ン
ト
別
に
分
類
し
、一
括

整
理
保
管
。

三
、神
社
便
り
の
発
行
に
つ
い
て

・
年
に
二
回（
四
〜
五
月
、十
一
〜

十
二
月
）発
行

四
、神
社
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
時
の
許
可

申
請

・
祇
園
祭
･
年
末
年
始
に
道
路
使

用
許
可
を
申
請
し
、看
板
設
置
・

警
護
依
頼
等
の
手
配

五
、「
福
だ
る
ま
頒
布
」に
つ
い
て

・
頒
布
十
二
月
三
十
一
日
か
ら
十
五

日
ま
で
福
だ
る
ま
市
を
開
催（
十

二
月
中
、一
月
十
六
日
以
降
は
授

与
所
で
頒
布
）

・
八
月
末
日（
上
期
）仮
決
算
と
、

二
月
末
日（
下
期
）本
決
算
）に

お
こ
な
い
、決
算
書
を
作
成

六
、カ
レ
ン
ダ
ー
・
ポ
ス
タ
ー
作
成

 

七
、広
報
広
告
活
動
に
つ
い
て

 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）の
内
容
維

持
管
理
で
写
真
更
改
、神
社
情

報
の
発
信
、バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
等
、

随
時
更
新
。

・
広
告
代
理
店
へ
情
報
を
提
供
し
、

話
題
性
と
知
名
度
向
上
を
図
り
、

広
く
地
域
外
か
ら
集
客
。

一
、
年
間
祭
事
計
画
に
沿
っ
て
、諸
準

備
と
警
護
等
を
的
確
対
応
す
る

・
年
間
祭
事
予
定
に
沿
っ
て
事
前
の

下
準
備
と
、祭
事
時
の
補
助
を

迅
速
に
対
応
す
る

・
児
童
の「
浦
安
の
舞
」・
祇
園
祭
の

「
こ
ど
も
神
輿
」や
、「
大
人
神

輿
」の
祭
事
対
応

二
、総
代
が
自
前
で
大
注
連
縄（
し
め

な
わ
）を
製
作
し
、随
時
社
殿
等

へ
の
取
替
え
設
置
す
る

三
、古
神
札
等
を
状
況
に
応
じ
適
正
に

処
置
し
て
お
焚
き
上
げ
を
実
施

一
、
境
内
の
環
境
整
備
・
清
掃
の
推
進

・
境
内
・
宮
池
・
立
木
や
庭
木
を
状

況
に
併
せ
た
適
正
な
植
栽
と
草

刈
等
の
維
持
管
理

・
境
内
や
参
道
の
窪
地
等
及
び
、

建
造
物
等
老
築
化
の
不
都
合
箇

所
を
整
備
・
補
修
・
改
善

二
、境
内
整
備
計
画
の
立
案
と
推
進

・
宮
池
周
辺
フ
ェ
ン
ス
・
十
三
社
周

辺
へ
の
フ
ェ
ン
ス
新
設
計
画
を
検

討
し
て
実
施

広報部

広報部長
村山 生夫
（一班）

祭典部

祭典部長
土屋 秀幸
（十班）

管理部

管理部長
島田 信夫
（十班）

総務部

総務部長
高梨 勝緒
（十班）

経理部

経理部長
堀内 光信
（九班）

令
和
六
年
度 

事
業
内
容
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　御
遷
神
事
（
諏
訪
様
還
座
祭
）お
う
つ
り

　
し
ん
じ
（
す
わ
さ
ま
か
ん
ざ
さ
い
）

　
　 

（
四
月
十
八
日
　
夕
闇
）

　
摂
社
諏
訪
神
社
（
下
宮
）
例
祭
　せ
っ
し
ゃ

　
す
わ
じ
ん
じ
ゃ （
し
も
の
み
や
） れ
い
さ
い

（
四
月
十
九
日
　
午
前
十
時
）

　
御
本
社
春
季
祭
（
上
宮
）
し
ゅ
ん
き
さ
い

（
か
み
の
み
や
） 

     

（
四
月
十
九
日
　右
例
祭
に
引
き
続
き
）

　昭
和
祭
　
し
ょ
う
わ
さ
い

（
四
月
二
十
九
日
　
午
前
九
時
）
昭
和
の
日

　

　
　山
宮
社
例
祭
宵
祭
　
や
ま
み
や
し
ゃ
れ
い

　
さ
い
よ
い
ま
つ
り
（
五
月
九
日 

午
前
十
時
）

　
　
　
　
　
　
　   

※
本
年
は
宵
日
に
斎
行

　　
夏
至 

（
六
月
二
十
一
日
　
午
後
四
時
頃
）

　
御
歳
代
田
作
り
　み
と
し
ろ
た
づ
く
り
　

　
　
　
　 

（
六
月
二
十
五
日
　
午
後
四
時
）

　
御
歳
代
種
蒔
神
事
並
祇
園
天
王
降
祭

　
み
と
し
ろ
た
ね
ま
き
し
ん
じ
な
ら
び
に
ぎ

　
お
ん
て
ん
の
う
お
ろ
し
の
み
ま
つ
り
　

　
　
　
　
　 

（
六
月
三
十
日
　
午
後
五
時
）

　
六
月
の
大
祓
式
（
夏
越
の
祓
）
ろ
く
が

　
つ
の
お
お
は
ら
え
し
き（
な
ご
し
の
は
ら
え
）

　
　
　 

（
六
月
三
十
日
　
午
後
六
時
半
頃
）

　　
祇
園
祭  

ぎ
お
ん
さ
い
（
七
月
最
終
日
曜
日
）

　
子
供
神
輿
・
大
人
神
輿
・
浦
安
の
舞

　
下
之
郷
三
頭
獅
子
舞
奉
納
奉
告
祭
し
も
の

　
ご
う
み
か
し
ら
し
し
ま
い
ほ
う
の
う
ほ
う
こ

　
く
さ
い
（
七
月
最
終
日
曜
日
午
後
二
時
頃
）

　
獅
子
舞
奉
納

　
御
歳
代
植
苗
祭
（
御
田
植
神
事
）
並
祇
園

　祭 

み
と
し
ろ
し
ょ
く
び
ょ
う
さ
い
（
お
た

　
う
え
し
ん
じ
）
な
ら
び
に
ぎ
お
ん
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
翌
日
午
後
五
時
）

　

　
　
　

　
田
面
神
事
　
た
の
も
し
ん
じ

　
　
　
　
　
　 

（
九
月
一
日
　
午
後
五
時
）

　
八
幡
社
例
祭
　
は
ち
ま
ん
し
ゃ
れ
い
さ
い

　
　
　
　
　 

（
九
月
十
五
日
　
午
前
十
時
）

　
例
祭（
秋
季
祭
） （
御
本
社
）

  

れ
い
さ
い

　（
し
ゅ
う
き
さ
い
）

     
 

　
　
　
　  

　（
九
月
十
九
日
　
午
前
十
時
）

　神
賑
祭（
歌
舞
伎
舞
台
）      　
し
ん
し
ん
さ
い

　
　
　
　
　  

　
　
　
（
午
後
一
時
半
頃
）

　
　

　
　 　御

歳
代
稲
刈
り
（
抜
穂
）
み
と
し
ろ
い
ね

　
か
り
（
ぬ
い
ぼ
）

　 

（
十
月
中
か
十
一
月
上
旬
　
午
後
四
時
）

　
神
（
御
）
井
神
事
　
み
い
し
ん
じ

　
　
　
　
　 

（
十
一
月
一
日
　
午
後
四
時
）

　
上
神
（
御
）
井
祭
・
下
神
（
御
）
井
祭
　

　
か
み
み
い
さ
い
・
し
も
み
い
さ
い

　
御
遷
神
事
（
諏
訪
様
遷
座
祭
）お
う
つ
り

　
し
ん
じ
（
す
わ
さ
ま
せ
ん
ざ
さ
い
）

　
　
　
　
　 

　
　
（
十
一
月
三
日
　
夕
闇
）

　
御
籠
祭
　お
こ
も
り
さ
い

　 

（
十
一
月
三
日
か
ら
四
月
ま
で
　
夕
刻
）

　
子
安
社
例
祭
　
こ
や
す
し
ゃ
れ
い
さ
い
　

　
　
　
　
　 

（
十
一
月
四
日
　
午
前
九
時
）

　
新
穀
感
謝
祭
（
新
嘗
祭
）
し
ん
こ
く
か
ん

　
し
ゃ
さ
い
（
に
い
な
め
さ
い
）

（
十
一
月
二
十
三
日
　午
前
十
時
）勤
労
感
謝
の
日

　

　冬
至 

（
十
二
月
二
十
一
日
　午
後
五
時
頃
）

　十
三
社
例
祭
　じゅ
う
さ
ん
し
ゃ
れ
い
さ
い

　
　
　 

（
十
二
月
二
十
五
日
　
午
前
十
時
）

　
古
神
札
（
神
符
守
札
）
焼
納
式
　
こ
し
ん

　
さ
つ
（
し
ん
ぷ
し
ゅ
さ
つ
）
し
ょ
う
の
う

　
し
き

　
　
　
　
　
　
　 

（
十
二
月
中
）

　
十
二
月
の
大
祓
式
（
師
走
の
祓
）
　
じ
ゅ

　
う
に
が
つ
の
お
お
は
ら
え
し
き
（
し
わ
す
の

　
は
ら
え 

）（
十
二
月
三
十
一
日 

午
後
二
時
）

　
越
年
除
夜
祭
　
え
つ
ね
ん
じ
ょ
や
さ
い
　

　
　
　 

（
十
二
月
三
十
一
日
　
引
き
続
き
）

六月：夏至　4時半頃  日の出を待つ参拝者

十二月：冬至　(4時20分頃)　3時頃より大勢の参拝者がおとずれます

四
月

五
月

九
月

十
一
月

六
月

十
月

十
二
月

七
月

神
社
年
間
恒
例
祭
予
定

（
令
和
六
年
）
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境
内
整
備

注
連
縄
製
作

御
神
木
根
元
養
生

排
水
溝
の
改
修

　
神
池
北
西
角
の
排
水
溝
の
傾
斜
が
緩
い

た
め
、池
か
ら
の
排
水
が
緩
く
、水
量
調
整

に
難
が
あ
り
、改
修
し
ま
し
た
。

　
御
神
木
根
回

り
に
あ
る
雑
木
・

雑
草
等
を
整
理

し
、根
の
活
性
化

の
た
め
の
整
備

を
行
い
ま
し
た
。

　
神
道
に
お
け
る
神
祭
具
で
、糸
の
字
の
象

形
を
成
す
紙
垂（
し
で
）を
つ
け
た
縄
。神
聖

な
区
域
と
そ
の
外
と
を
区
分
す
る
た
め
の

標（
し
め
）で
あ
る
注
連
縄（
し
め
な
わ
）は
、

工
藤
昇
平
氏
か
ら
技
術
継
承
の
ご
教
授
を

受
け「
注
連
縄
タ
ス
ク
チ
ー
ム
」で
自
前
製

作
い
た
し
ま
し
た
。
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特
殊
詐
欺
撲
滅
祈
願

　
　
　
　
　

  

御
朱
印
紙
作
成
に
つ
い
て

献
穀
米
寄
付
に
つ
い
て

　
昨
今
、巷
を
騒
が
す
卑
劣
な
犯
罪
と
し
て
電
話
で
家
族
等
に
な

り
す
ま
し
、言
葉
巧
み
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
事
案
が
横
行
し

て
い
ま
す
。上
田
管
内
で
も
発
生
し
て
お
り
ま
し
て
数
億
円
の
被

害
が
あ
る
そ
う
で
す
。こ
の『
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
』に
一
役
か
い

た
い
と
上
田
警
察
署
生
活
安
全
課
よ
り
依
頼
が
あ
り
、常
日
頃
よ

り
心
を
痛
め
て
お
り
ま
し
た
の
で
協
力
を
し
て
作
成
致
し
ま
し

た
。詐
欺
撲
滅
祈
願
を
御
神
前
に
て
斎
行
し
そ
の
後
、年
金
受
給
日

に
こ
の
御
朱
印
紙
を
お
配
り
頂
き
ま
し
た
。使
い
方
は
、

❶
こ
の
御
朱
印
紙
を
固
定
電
話
の

前
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い

❷
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
先
ず

は
、御
朱
印
紙
を
見
て
下
さ
い
。

❸
怪
し
い
電
話
は
出
な
い

❹
そ
の
場
で
判
断
し
な
い
。

『
金
が
戻
っ
て
く
る
振
り
込
ん
で
欲

し
い
等
は
絶
対
に
詐
欺
！
』

等
強
い
言
葉
が
籠
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。時
々
思
い
出
し
て
頂
け
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。神
様
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
犯
罪
撲
滅
の
一
助
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。ご
希
望
の
方
は

上
田
警
察
署
に
お
問
い
合
わ
せ
願

い
ま
す
。

　
後
日
、上
田
警
察
署
長
よ
り
感
謝

状
を
頂
き
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

　
生
島
足
島
神
社
の
献
穀
米
は
、生
島
大
神
、足
島
大
神
へ
今
年
収

穫
し
た
実
り
＝
お
米
を
奉
納
し
感
謝
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。こ

の
お
米
は
一
月
十
五
日
の
御
筒
粥
卜
奉
告
祭
に
て
そ
の
旨
が
奉
告

さ
れ
、朝
御
饌
や
御
籠
祭
等
の
恒
例
祭
典
の
お
供
え
と
し
て
御
神

前
に
捧
げ
ら
れ
ま
す
。そ
う
し
た
尊
い
お
米
で
あ
り
ま
す
が
、近
年

こ
の
お
米
を
社
会
貢
献
に
役
立
て
な
い
か
と
思
い
立
ち
、上
田
社

会
福
祉
協
議
会
へ
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
心
よ
く
寄
付
を
受
け
て

頂
き
ま
し
た
。近
年
所
得
格
差
等
に
よ
り
、満
足
に
ご
は
ん
を
食
べ

ら
れ
な
い
人
々
が
増
え
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
い
お
り
ま
す
。上

田
管
内
で
も
所
謂『
こ
ど
も
食
堂
』等
が
出
来
て
お
り
ま
し
て
毎
日

通
っ
て
く
る
人
々
も
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。そ
う
し
た
観
点
か
ら
、

神
様
の
為
に
御
奉
納
頂
き
神
前
に
捧
げ
ら
れ
た
お
米
を『
お
な
か

い
っ
ぱ
い
っ
』食
べ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。引
き
続

き
慈
善
事
業
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、世
の
為
人
の
為
に
奉
仕

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
過
日
、寄
付
に
対
し
て
感
謝

状
を
頂
き
ま
し
た
の
で
ご
報
告

致
し
ま
す
。

友
野
直
樹

権
禰
宜

神
島
内
の
刈
り
取
り

　
神
島
に
害
獣
等
が
住
み
着
か
ぬ
よ
う
、業

者
に
委
託
し
て
笹
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
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生島足島神社
令和六年 御筒粥卜事

早
稲（
わ
せ
） 

八
分

中
稲（
な
か
て
） 
六
分

晩
稲（
お
く
て
） 
五
分

夕
顔（
ゆ
う
が
お
） 七
分

桑
　（
く
わ
） 

七
分

大
豆（
だ
い
ず
） 
六
分

小
豆（
あ
ず
き
） 
八
分

春
蚕（
は
る
ご
） 
八
分

夏
蚕（
な
つ
ご
） 
八
分

秋
蚕（
あ
き
ご
） 
七
分

馬
鈴
薯（
ば
れ
い
し
ょ
） 
七
分

果
物（
く
だ
も
の
）
 
九
分

花
卉（
か
き
） 

七
分

蕎
麦（
そ
ば
） 

七
分

大
麦（
お
お
む
ぎ
）
 
八
分

小
麦（
こ
む
ぎ
） 

七
分

粟
　（
あ
わ
） 

八
分

黍
　（
き
び
） 

八
分

秋
菜（
あ
き
な
） 

七
分

大
根（
だ
い
こ
ん
）
 
七
分

各
種
御
祈
願
の
ご
案
内

甲
田
将
史

権
禰
宜

受
付
時
間
・
予
約

初
穂
料

繁
忙
時
期
の
御
祈
願
に
つ
い
て

　
御
祈
願
に
は
、初
宮
詣
・
七
五
三
詣
・
安
産

祈
願
・
交
通
安
全
祈
願
・
厄
除
祈
願
・
社
運
隆

昌
祈
願
…
と
種
々
あ
り
ま
す
が
、「
先
ず
は
祓

を
受
け
心
身
と
も
に
清
々
し
く
な
る
」「
清
々

し
い
心
身
で
ご
神
前
へ
」「
神
職
は
仲
執
り
持

ち
と
し
て
祝
詞
を
奏
上
し
、願
主
の
願
意
を

御
神
前
に
奉
告
す
る
」が
、願
意
を
問
わ
ず
共

通
し
て
い
ま
す
。

　
祝
詞
は
、万
葉
仮
名
で
書
か
れ
て
い
て
、内

容
と
し
て
は
、ま
ず
神
名
と
神
徳
を
た
た
え

て
か
ら
、お
祭
り（
御
祈
願
も
お
祭
り
で
す
）

の
趣
意（
願
意
）を
申
し
上
げ
、そ
し
て
ご
加

護
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
祈
る
の
が
一
般
的

で
す
。

　
祝
詞
の
語
源
に
つ
い
て
は
、諸
説
あ
り
ま

す
が
、一
説
に
よ
る
と「
宣（
の
）り
処
言（
と
ご

と
）」を
省
略
し
た
語
と
い
わ
れ
、神
さ
ま
の

御
言
葉
を
宣
り
下
す
処（
と
こ
ろ
）と
い
う
意

味
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、も
と

も
と
は
神
さ
ま
が
、神
聖
な
場
所
か
ら
私
た

ち
に
い
い
聞
か
せ
る
御
言
葉
だ
っ
た
よ
う
で

す
。こ
れ
が
の
ち
に
は
反
対
に
、私
た
ち
が
神

さ
ま
に
奏
上
す
る
言
葉
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
よ
う
な
願
主
の
た
め
に
行
う
御
祈

願
は
、平
安
中
期
頃
の
陰
陽
師
に
よ
る
陰
陽

祓
の
活
動
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。こ
れ
が
神
道
信
仰
の
な
か
に
入
っ

て
く
る
の
は
平
安
後
期
頃
の
こ
と
で
、御
祈

祷
師
の
活
動
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ

れ
以
来
、歴
史
的
に
様
々
な
変
遷
を
見
せ
な

が
ら
、現
在
の
よ
う
に
神
社
の
神
職
に
よ
る

御
祈
願
が
一
般
的
な
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
参
考
〉 

神
社
本
庁
H
P

　
　
　 
東
京
都
神
社
庁
H
P

　
以
下
、令
和
六
年
三
月
現
在
、二
〜
九
月
の

御
祈
願
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

◎
受
付
時
間
午
前
九
時
〜
十
五
時
半

　
※
祭
典
、挙
式
等
に
よ
り
祈
願
受
付
を

　
一
時
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
午
前
中
〜
昼
十
二
時
半
ま
で
予
約
不
要

◎
予
約
は
午
後
一
時
よ
り
三
〇
分
単
位
に
て

　
三
時
半
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。（
優
先
）

◎
当
日
の
一
か
月
前
か
ら
予
約
を
申
し
込
め

　
ま
す（
例
：
五
月
一
日
分
は
　
四
月
一
日

　
以
降
予
約
可
能
）

一
、個
人
の
御
祈
願

 

（
初
宮
詣
・
七
五
三
詣
・
安
産
祈
願
・
自
家
用

　
車
交
通
安
全
・
厄
除
祈
願
・
家
内
安
全
他
）

　
　
　
　
　
　
　 

… 

初
穂
料
六
千
円
よ
り

二
、法
人
･
団
体
･
店
舗
･
個
人
事
業
主

 

（
社
運
隆
昌
・
営
業
車
の
交
通
安
全
他
）

　
　
　
　
　
　
　 

… 

初
穂
料
一
万
円
よ
り

　
※
高
額
の
初
穂
料
を
お
納
め
い
た
だ
け
る

場
合
は
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
秋
口
の
七
五
三
の
多
い
期
間（
十
〜
十

一
月
）、年
始
の
厄
除
・
家
内
安
全
・
社
運
隆

昌
祈
願
の
多
い
期
間（
一
月
中
）等
は
、対

応
が
異
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
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